
消防本部

廣瀬　高

・住宅用火災警報器設置率　９０％以上

・立入検査実施目標件数　６１５件

　　（内訳）防火対象物　５００件

　　　　　　　　　　　（市内にある防火対象物の２０．０％）

　　　　　　危険物施設　１１５件

　　　　　　　　　　　（市内にある危険物施設の５０．０％）

住宅用火災警報器の設置や適切な維持管理については、鳴門市のWebサイ

トでのパンフレット・広報ビデオの視聴継続、また、秋季火災予防運動行

事では、小学校の金管バンドの協力を得て防火演奏を行い、年末には少年

消防クラブによる夜警を実施、更には、消防分団や婦人防火クラブ等と連

携し周知・啓発を図る。

防火対象物や危険物施設への立入検査については、予防課と消防署が連携

し、違反対象物の是正強化に取り組み、立入検査の件数増加を図る。

宣　言　項　目　（※非公表の場合は項目名に「（非公表）」と記載）

令和５年度目標 目標達成及び課題解決に向けた具体的取組

火災予防の推進

現　状 課　題

【令和４年度実績】

・住宅用火災警報器設置率　８８％

・立入検査実施目標件数　６４１件

　　（内訳）防火対象物　５１９件

　　　　　　　　　　　（市内にある防火対象物の１９．８％）

　　　　　　危険物施設　１２２件

　　　　　　　　　　　（市内にある危険物施設の５１．３％）

鳴門市では、住宅用火災警報器の設置率が８８％となっているが、設置後

１０年以上が経過している場合、電池切れや本体の故障が考えられるた

め、本体の交換や適切な維持管理の広報が重要となる。

立入検査については、危険物施設やホテルなどの特に重要な施設の立入検

査率は５０％を超える計画を立てて実施しているが、市内全施設の立入検

査には時間と人員が必要である。

令和５年度鳴門市部長実行宣言

視　　点　（該当する視点を選択）

最重要課題 　チャレンジ 　SDGs取組推進

消防総務課・予防課・警防課・消防署
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消防本部

廣瀬　高

宣　言　項　目　（※非公表の場合は項目名に「（非公表）」と記載）

救命率の向上

現　状 課　題

【令和４年度実績】

・救急講習会　　　年間回数　　６０回

　　　　　　　　　参加者数　　１，１２８名

・心肺蘇生実施率　Ｒ４年　　　４２．９％

救命率の向上には市民による応急手当の実施が不可欠であり、救急講習

会による応急手当の普及啓発活動は重要である。

昨年までは、新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、救急講習会の

参加者を制限するなど、参加者の減少が課題となっている。

令和５年度目標 目標達成及び課題解決に向けた具体的取組

・救急講習会　　　年間予定回数　　８０回

　　　　　　　　　参加者目標　　　１,６００名

・心肺蘇生実施率　目標　　　　　　４５％

①１１９番入電時、通信員の口頭指導による応急手当実施率向上

②市民による応急手当実施率増加のため救急講習会の開催

③小・中学生向けの救命講習を行い「スクール救命士」を養成

④短時間（２０分程度）で参加しやすい救急講習会の開催

令和５年度鳴門市部長実行宣言

視　　点　（該当する視点を選択）

最重要課題 　チャレンジ 　SDGs取組推進

消防総務課・予防課・警防課・消防署
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